
金
揮
官
践
志
巻
廿

三
所
に
頒
ち
て

、
共
一
所
な
り
と
。
部
品
共
年
臓
は
延
暦
の
頃
に
し
て
、

昼
時
相
算
を
経
る
事
凡
九
百
絞
K
徐
れ
り
。
共
中
間
或
は
興
り
或
は
殴

す
。
叉
翠
聞
と
云
ひ
し
上
入
、
再
び
共
携
を
た
し
て
、
紳
徳
叉
新
な

ム
ノ、

市
川
枇
剛
山
岡
山
王
槌
現
は
.
昔
江
州
叡
織
の
榊
銀
座
あ
り
し
明
年
、
則

二
十
一
枇
の
上
の
七
祉
を
訪
ぜ
し
と
た
り
。
或
は
体
ム
。

廿

一
一
位
を

港
あ
り
。
健
作
の
も
の
に
非
ヂ
。
沓
祉
の
一
般
と
な
す
べ
し
と
い
へ

り
。
漸
得
雑
記
K
載
せ
た
る
品
質
武
三
年
の
関
岡
山
王
略
記
K
、
如
v
左

河
U
小
山
比
ト
'
。

目
岡
崎

?

芯
脚
世
縫
品
問
考
に
も
、
彼
の
古
澗
は
日正
今
閉
山
間
の
耐
怠
る
べ
し
。
此
の

枇
は
銀
座
千
年
K
及
ぶ
と
い

へ
り
。
今
枇
誠
に
元
隠
元
年
の
民
獄
一

永
二
年
五
月
。
木
管
義
仲
逐
ν
北
至
=
加
賀
↓
陣
忌
子
平
丘
野
↓
ー木
立
林
中

有
二
古
閑
L
Z
-
n
・
と
あ
り
。
是
郎
ち
此
の
副
抑
制
也
。

源
平
盛
衰
紀
に

は
、
木
立
林
と
申
し
て
、
中
陀
の
板
堂
あ
り
と
戦
せ
た
り
。

州

た
り
。
抑
バ
品
枇
は
甚
だ
奮
祉
な
り
と
い
へ
ど
も
、
持出記
・縁
起
偲
来

せ
宇
。
枇
紀
K
.
延
暦
年
中
叡
山
の
法
師
此
の
地
に
初
制
す
と
紀
抑
制

す
る
の
み
に
て
、
草
創
等
の
来
係
詳
か
た
ら
宇
。
大
日
本
史
K
、
務

飾
品
阻
等
を
取
除
げ
、
腕
同
日
吉
枇
と
改
稿
あ
り
て
、

五
年
十

一
月
村

耐
に
列
せ
ら
れ
.
七
年
六
月
更
に
平
附
野
紳
枇
と
改
訓
仰
を
命
ぜ
ら
れ

り
。
嘗
て
傘
氏
将
軍
、
借
の
賢
観
を
し
て
願
書
を
務
じ
、
愛
染
明
王

の
塔
婆
の
間
給
一
怖
を
寄
せ
ら
る
。
鋭
格
変
染
と
い
へ
り
。
的
V

巾
の
像

と
は
と
と
左
り
、
則
今
霊
器
と
し
て
、
彼
閥
抗
u
と
共
に
侮
ム
。
此
所

往
昔
は
平
岡
野
と
い

へ
り
。
方
三
塁
松
を
臨
ん
で
封
境
と
せ
る
と
な

り
。
今
の
太
守
前
賀
門
偉
公
改
ν
之
、
成
岡
と
総
せ
よ
と
の
給
ふ
と
村

翁
体
へ

い
へ
り
。
八
丸
十
年
以
前
一
中
と
云
ひ
し
人
あ
り
。
祉
の
傾

き
桂
の
朽
つ
る
を
歎
き
て
、
破
れ
た
る
を
柿
ひ
、
倒
る

t
A
K
培
ひ
て

よ
り
‘
今
K
榊
座
を
安
じ
.
法
燈
を
挑
げ
て
.
国
家
の
依
枯
と
し
.

君
民
の
磁
持
と
な
れ
り
。
堂
前
廿
易
か
ら
ん
や
。
総
記
不
・群
、
略
し
て

緒
し
、
疑
し
吉
を
閥
而
巳
。

箆
永
三
年
三
月

日

瓢

佐

院

安
穏
恭
平
故
也
。

元
附
郎
元
年
七
月
十
一
日

傘
氏
公
開
舎
之
お

車
中
=
闘
給
戸
袋
染
明
王
塔
婆

一
制。

志
趣
者
沙
弧
賢
税
井
女
大
施

主
。
同
源
高
氏
御
息
災
延
命
。

増
長
編
称
。
殊
今
度
御
上
裕
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